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補
正
予
算

12 月定例会

え
ん
麦
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
緑
肥

事
業
で
環
境
保
全
型
農
業
を
支
援

主
要
な
補
正
予
算

○
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

　

対
策
事
業

　
　
　
　
　

２
千
２
百
45
万
円

　

平
成
22
年
度
ま
で
農
地
・
水
・

環
境
保
全
対
策
の
一
部
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
た
事
業
を
、
今

年
度
か
ら
独
立
し
て
実
施
し
ま

す
。

　

今
年
度
の
実
施
事
業
は
、
小

麦
の
収
穫
後
の
畑
に
え
ん
麦
や

ひ
ま
わ
り
等
の
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ

プ
を
蒔
く
事
業
で
、
約
５
百
28

㌶
、
有
機
農
業
が
約
34
㌶
で
、

対
象
農
家
が
70
戸
で
す
。

平
成
23
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
７
日
に
開

会
。
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
予
算
な

ど
12
議
案
を
審
査
し
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決

し
（
反
対
者
な
し
）
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は

３
億
33
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
59
億
３
百
75
万
円
と
し

ま
し
た
。

○
町
営
牧
場
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク

　

タ
ー
購
入　

　
　
　
　
　

１
千
２
百
60
万
円

　

町
営
牧
場
の
傾
斜
地
等
作
業

用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
更
新
し
ま

す
。

○
て
ん
菜
生
産
性
・
品
質
向
上

　

対
策
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

７
百
万
円

　

て
ん
菜
の
褐
か
っ
ぱ
ん
び
ょ
う

斑
病
軽
減
に
向

け
た
農
薬
代
の
助
成
を
行
い
、

生
産
性
及
び
品
質
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

美しい農村景観の形成に欠かせないひまわり等のカバークロップ、緑肥として蒔かれます。美しい農村景観の形成に欠かせないひまわり等のカバークロップ、緑肥として蒔かれます。
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収穫されたビート収穫されたビート

■年末、年始テレビ番組は特番のオンパレード。いっぱい録画したけ
ど見る暇無いなぁー (^^ ゞつぶやき

同　
　

意

教
育
委
員
に
髙
橋
俊
樹
氏
を
選
任

　

12
月
11
日
に
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
髙
橋
俊
樹

氏
の
選
任
（
再
任
）
提
案
が
あ

り
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
髙
橋
教
育
委
員
の
任

期
は
、
平
成
27
年
12
月
11
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

請　
　

願

T
Ｐ
Ｐ
協
定
参
加
反
対

を
求
め
る
請
願

提
出
者　

鹿
追
町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会　

　
　
　
　
　

会
長　

上
嶋
誠
一

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

佐
藤
雅
仁

紹
介
議
員

　
　
　
　

狩
野
正
雄
・
加
納
茂

　

農
林
水
産
業
な
ど
を
基
幹
産

業
と
す
る
鹿
追
・
十
勝
も
含
む

北
海
道
全
体
で
、
関
税
撤
廃
を

原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
締

結
さ
れ
る
と
、
ま
っ
た
く
国
内

対
策
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

関
連
産
業
を
含
め
２
兆
円
を
超

え
る
影
響
が
予
想
さ
れ
、
鹿
追

町
は
も
と
よ
り
、
道
民
の
暮
ら

し
と
経
済
の
支
柱
が
失
わ
れ
、

地
域
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
わ

が
国
の
食
料
の
自
給
、
安
全
の

確
保
に
重
大
な
問
題
が
生
じ
る

事
は
必
至
で
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
、
公
共
事
業
、

金
融
、
雇
用
、
食
の
安
全
な
ど

様
々
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
り
、
ま
さ
に
国
民

生
活
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
問

題
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
地
方
の
産
業

と
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
な

ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
国
か
ら

の
情
報
提
供
と
あ
わ
せ
、
国
民

的
な
議
論
が
必
要
で
す
。

　

以
上
、
例
外
な
き
関
税
撤
廃

を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に

は
参
加
し
な
い
、
と
す
る
旨
の

請
願
を
町
議
会
全
会
一
致
で
採

択
し
、
意
見
書
を
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
関
係
各
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

○
瓜
幕
駅
舎
記
念
広
場
芝
刈
り
機

　

購
入
事
業
及
び
然
別
河
川
公
園

　

管
理
用
芝
刈
り
機
購
入
事
業

　

・
瓜
幕
駅
舎
記
念
広
場
芝
刈
り
機

　
　
　
　
　
　
　

５
百
８
万
円

　

・
然
別
河
川
公
園
芝
刈
り
機

　
　
　
　
　
　
　

４
百
58
万
円

　

い
ず
れ
も
現
在
使
用
し
て
い

る
芝
刈
り
機
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
今
回
更
新
す
る
も
の

で
す
。

　

瓜
幕
地
区
に
つ
い
て
は
、
新

設
さ
れ
た
駅
舎
記
念
広
場
及

び
ラ
ィ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
の

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
な
ど
の
管
理

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

・
回
診
用
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置

　

購
入

　
　
　
　
　
　
　

３
百
30
万
円

　

町
立
病
院
は
、
寝
た
き
り
の

患
者
も
多
く
機
器
の
利
用
頻
度

も
高
い
た
め
更
新
す
る
も
の
で

す
。

・
医
療
事
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー　

　

購
入

　
　
　
　
　
　
　

９
百
87
万
円

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

条
例
改
正

○
鹿
追
町
町
税
条
例
等
の
一
部

　

改
正

　

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下

限
額
の
引
き
下
げ
や
町
民
税
等

の
納
税
管
理
人
に
係
る
不
申
告

に
関
す
る
過
料
の
引
き
上
げ
等

を
行
う
も
の
で
す
。

2010 年 11 月に開催された TPP 反対集会2010 年 11 月に開催された TPP 反対集会
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２
人
２
人
の
議
員
が

議
員
が

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

地域支援事業の現状と拡充策は地地域支援事業のの現状状と拡充策は策は

TPPに対応する農業政策の模索を

飯沼　新吾議員

一般質問

狩野　正雄議員

QA
高
齢
者
対
策
の
充
実
を
進
め
ま
す

（
質
問
）

　

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
鹿

追
町
で
は
病
院
に
直
結
し
た
高

齢
者
専
用
住
宅
や
老
健
施
設
の

建
設
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
く
状
況
で
は
安
否
の

確
認
、
交
通
弱
者
の
対
応
、
買

い
物
難
民
を
出
さ
な
い
為
の
方

策
な
ど
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
支
援
条
例
は 狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は

男
性
318
名
、
女
性
456
名
、
計
774

名
、
率
13.7
％
。
要
介
護
者
も
十

勝
管
内
で
は
最
低
の
13.9
％
で
元

気
な
高
齢
者
が
多
い
と
い
え
ま

す
が
、
地
域
支
援
事
業
、
民
間

企
業
、
地
域
の
協
力
が
今
ま
で

以
上
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

施
行
か
ら
11
年
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
事
業
の
実
態
と
今

後
拡
充
す
べ
き
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
。
鹿
追
町
の
高
齢
者
の
状

況
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

自
宅
で
商
品
を
注
文
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を
商
工

会
と
と
も
に
調
査
検
討
し
た
い
。

地
域
支
援
事
業
の
現
状
と
拡
充
策
は

（
質
問
）

　

交
通
弱
者
対
策
は
、
バ
ス
路

線
図
や
時
間
を
分
か
り
や
す
く

で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

現
在
、
町
が
実
施
し
て
い
る

交
通
弱
者
対
策
は
、
地
域
の
足

と
し
て
の
患
者
輸
送
バ
ス
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
バ
ス
路
線
沿
線

住
民
に
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
路
線
図
や
時
間

は
分
か
り
や
す
い
方
法
を
検
討

し
て
対
応
し
ま
す
。

（
質
問
）

　

買
い
物
難
民
と
い
わ
れ
る
人

を
出
さ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

（
質
問
）

　

孤
独
死
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に

地
域
や
民
間
と
協
力
し
た
、
安

否
確
認
の
取
り
組
み
は
。

人
、
高
齢
夫
婦
世
帯
の
見
守
り

が
必
要
な
方
は
、
消
防
署
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
電
話
回
線
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
安
否
確
認

シ
ス
テ
ム
等
や
行
政
や
地
域
、

民
間
事
業
者
と
も
連
携
し
て
高

齢
者
対
策
の
充
実
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生

委
員
が
訪
問
相
談
、
安
否
確
認

を
し
て
い
ま
す
。
特
に
独
居
老 病院と直結した高齢者住宅病院と直結した高齢者住宅
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改築が進む町立病院改築が進む町立病院

■４５年ぶりの中学校のクラス会。管外在住のひとりが「出身は、鹿追町瓜幕です
と答えられることがうれしい」と。出身地を誇りにできる町づくりに取り組みたい。つぶやき

鹿
追
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
期
待

（
質
問
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
交
渉
参
加
に
対
す
る
反
対

運
動
の
中
、
鹿
追
町
の
農
業
が

将
来
に
わ
た
っ
て
も
、
足
腰
が

強
く
、
安
定
し
た
経
営
を
す
る

た
め
の
積
極
的
な
農
業
政
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

所
信
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
業
へ
の
影
響
額

は
、
北
海
道
で
５
５
６
３
億

円
、
十
勝
で
１
３
６
８
億
円
、

鹿
追
町
で
は
全
体
の
生
産
額

１
３
９
億
円
（
平
成
18
年
）
の

う
ち
、
72
％
の
１
０
１
億
円
が

影
響
額
と
し
て
出
ま
す
。
小
麦
、

甜
菜
、
澱
原
用
馬
鈴
薯
、
牛
肉
、

豚
肉
は
100
％
、
生
乳
は
80
％
影

然
環
境
に
あ
り
、
関
係
機
関
と

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
、
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
進

め
た
い
。
ま
た
１
年
を
通
し
て

の
畑
作
農
業
も
模
索
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
連
携
を
考
え
た
、

町
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
で
６
次
化
の
加
工

が
始
ま
れ
ば
、
雇
用
が
生
ま
れ

ま
す
。
間
接
的
に
は
、
農
産
物

の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

飯沼新吾議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
応
す
る
農
業
政
策
の
模
索
を

QA

まちなか会議受付中

「凍
しばれ

る夜は、熱く語りたい」
鹿追町議会は「住民参加型の開かれた議会」を目指します。

　広報広聴常任委員会では、「まちなか会議」の一環として定例会終了後毎に「議会報告会」を開催
しています。その他にも皆さんの要望に応じて懇談会・委員会を開催します。申し込み用紙を、町内各団
体に配布しています。
　商工会、農協、各種団体、行政区などに呼びかけていますが、詳細は鹿追町役場議会事務局（電話 66・
4039）までお問い合わせ下さい。

響
を
受
け
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
全
国
、

全
道
の
町
村
会
を
あ
げ
て
反
対

し
て
お
り
、
絶
対
に
阻
止
を
し

な
け
れ
ば
、
国
が
崩
壊
す
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
は
、
こ
れ
ま
で

畑
作
４
品
目
と
酪
農
畜
産
を
中

心
と
し
た
農
業
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
農
業
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、

新
た
な
作
目
、
６
次
化
（
生
産
、

加
工
、
販
売
）
の
道
を
た
ど
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

６
次
化
と
い
う
点
で
、
鹿
追

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
、
農
業
生
産
、
製
造
、

販
売
が
一
体
と
な
り
、
進
ん
で

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

新
規
作
物
に
つ
い
て
は
、
サ

ツ
マ
イ
モ
は
栽
培
２
年
目
と
な

り
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
販
売

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
薬
用

植
物
に
つ
い
て
漢
方
薬
の
原
料

の
栽
培
の
可
能
性
が
鹿
追
の
自

新規作物として定着したしかおい高原キャベツ新規作物として定着したしかおい高原キャベツ
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表敬訪問

第２の基幹産業としての観光振興

　産業厚生常任委員会は平成 23 年 10 月 24 日か
ら 27 日までの間、「バイオガス活用」・「観光振興」・
「自然エネルギーの活用」等をテーマとする、継
続した所管事務調査を宮城県、岩手県で実施しま
した。

宮城県南三陸町
　南三陸町では、過去にも津波の被害を受けた経過が
あり毎年大規模な防災訓練を行い、その備えにおいて
は万全を期していました。東日本大震災はまさに想定
外とのことでした。
　鹿追町においては、津波の被害は想定されませんが、
地震、水害、暴風雪などの災害には日ごろより備え、
避難場所、備蓄物資の確認は怠ることができません。

岩手県紫波（しわ）町

産 業
厚 生

　平成２３年３月に紫波町では、観光振興計画を作
成しました。住民と協働し計画的に観光振興を推進
するためのものであり、観光振興が観光産業のみな
らず他産業にも経済や雇用の面においても波及効果
があるので、住民参加により観光資源の発掘などを
行い観光振興計画策定が望まれます。
　紫波町では、現在の環境を保全し、創造し１００
年後の子供たちに引き継ぐという新世紀未来宣言を
行っています。鹿追町でも循環型社会の構築を目指
しているがシステムづくりおいては、将来の方向を
示し町民への意識づけが大事になります。
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まで目を通すことになるとか。校正には努めていますが皆さんも探してみて下さい。

食品廃棄物エネルギー化事業

つぶやき

自然エネルギーの活用と今後の取り組みについて

　

岩手県葛巻（くずまき）町

宮城県仙台市

　葛巻町は、周囲を山々に囲まれ交通アクセスが不便
で過疎化が進んでいる町です。「北緯４０度　ミルク
とワインとクリーンエネルギーのまち」をスローガン
にまちづくりを進めています。町民の理解を得なが
ら新エネルギーの導入と町おこしとを一体化して取り
組んで、町のエネルギー自給率は、180％で日本一と
言われています。「自立の町」を目指し、山村が持つ
豊かさや魅力を再認識しながら ｢夢｣ に挑戦する町づ
くりを進め、住民が住み続けたいと思える町、誇りを
持てる町をコンセプトとしてまちづくりを進めていま
す。町民の理解のもとに新エネルギーの導入に民間企
業をうまく取り入れ積極的に取り組んでおり、その状
況を見るため多くの視察者が訪れ、まちの活性化につ
ながっています。
　鹿追町においてもバイオガスプラントの視察者が増
えていますが、その方たちに町に少しでも滞在しても
らい、お金を使ってもらう仕組み（宿泊、食事、土産
品などの購入）を構築することが必要です。

　仙台市内のごみ処理がメインの民間施設（株式会社新興）ですが、副次的産物であるバ
イオガス、電気、堆肥の有効活用を目指す「バイオアークプロジェクト」としてリサイクル・
ループ（生産・収集・処理）の完結を目指しています。食品廃棄物と下水道汚泥の処理に
バイオガスプラントを使用していますが、特に
臭いが外に漏れない工夫や処理が随所に見られ、
脱臭、消臭の技術は、今後取り入れる必要を感
じました。　
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国際理解教育

　総務文教常任委員会は平成 23 年 11 月 14 日～
17 日までの間、「国際理解教育」・「新聞教育の役
割」・「ゴミ処理施設の運営」・「認定こども園」等
をテーマとする、東京都内において所管事務調査
を実施しました。

　梅丘中学校は全国新聞教育研究協議会会長で鹿小での研究会にも参加されていた八王子市立樽
原中学校校長の木野村雅子氏の紹介と同席により最初に訪れた学校でした。
　この学校の特徴として世田谷区帰国子女、外国人受入校であり、英語教育を軸とした国際理解
教育に重点をおいている点が上げられます。特に英語でスピーチできる生徒の育成に全教員で取
り組んでいるとのことであり、習熟度別に３コースでの英語学習を行っており、さらに英語力の
向上には十分な国語力の充足の上にあるとのお話でした。また、日本の伝統文化の理解を深める
ために、狂言、雅楽、歌舞伎鑑賞を行っているとのことであり、鹿追とは若干教育環境が違って

東京都世田谷区立梅丘中学校

新聞教育の役割

　十条小学校での研修は新聞教育の状況と効果についての
研修でした。このことは子供が新聞を通して広く社会に対
して興味を持ち、考える機会を持つことにより、その後の
子供の人格形成に大きく影響を与えるものと思われます。
新聞を使った授業も参観させていただき、児童がそれぞれ
興味のある分野のスクラップ作りに熱中している姿が印象
的でした。また、特徴として中国籍の児童が４割前後在籍
し、また４割程度が単身世帯であり、新聞を取っている家
庭も４割程度であるとのことでした。鹿追町の状況とは若
干異なりますが同じく新聞教育を実践しており今後それぞ
れの交流のなかで、さらに充実した教育になることを期待
するものでした。

東京都北区十条小学校

総 務
文 教

いますがカナダ学による英語教育に取り
組んでいる鹿追町の教育との類似点を見
出すことにより、さらなる教育環境の充
実にたいへん参考になる研修でした。
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ごみ処理施設の運営と取り組み

認定子ども園の取り組み

　東京都多摩ニュータウンのエリアのごみ処理工場です。鹿追町でもごみ処理が緊急の課題であ
り、埋め立て方式かそれ以外の方法か議論が始まっていますが、大都市での処理状況を視察して
きました。
　ここの工場は日量４００ｔの処理能力があり、焼却熱による発電で年間 1 億 2 千 500 万円の売
電収入と、隣接する公共施設に熱を供給しているとのことでした、また、焼却灰の一部をセメン

　国内初の競馬場の跡にそれらを記念した博物館です。同じ「馬」という縁で神田日勝記念美術館
との交流があり今回の視察となりました。おりしも小田原北条氏の企画展が行われており、皆でじっ
くり鑑賞し歴史への思いをかみ締めてきたところです。

東京都多摩清掃工場

東京都石浜橋場こども園

美術館の運営管理

　鹿追町でも幼保一体化が以前より議論されていますが、
この施設は台東区石浜幼稚園と隣接する橋場保育園とによ
り平成 20 年に開設された公設公営の幼保連携型の認定こ
ども園です。1、2 歳児が橋場保育園、3、4、5 歳児が石浜
幼稚園での保育となっています、それぞれ綿密なカリキュ
ラムによって運営されていますが、やはり問題として感じ
ることは国の所管省庁が異なり、保育士、幼稚園教諭といっ
た資格制度、また制度面での統一が進まなければこども園
として潤沢な運営に疑問符がつくというのが感想でした。

横浜市馬の博物館

ト原料として利用し、残りは最終処分場での処理であるが後 7
年で満杯になるとのことで、次の新設は平成 30 年とのことで
した、いずれにせよ本町とはスケールが違いますが、やはり今
後のごみ処理はこの方法を参考にすべきと皆感じた次第です。
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編 集  後  記
議会広報広聴常任委員会

広報部会

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部  会  員　加納　　茂

　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏

　2011 年を振り返ってみると大震災、それによる原発事故などまさに日本にとっ

て歴史に残る不運の年でありました。しかし、我々日本人は敗戦からわずかな間に

立ち直った経験からして決して負けること無く、これを糧にできる民族であると確

信します。議会も新しい体制になり出発をしました、「まちなか会議」を積極的に

推進しています。今後も住民の皆さんが誇りを持って暮らせる町づくりに、議員全

員でまい進しますので皆様のお力と共に数々のご意見をお寄せください。「熱く語

り合いましょう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議会広報部員　加納　茂）
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